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【８月２９日11：30～12：00　分科会Ｄにて口頭発表します】手島利夫
いつもお世話になっております。
今年の日本ＥＳＤ学会大会は8月29日～30日、岡山大学で開催されます。私は上記の
通り８月２９日11：30～12：00　分科会Ｄにて口頭発表をさせていただきます。
当初の予定では【「思考力・判断力・表現力等」は確かな学力と言えるのか】～主体
的・対話的で深い学びと「調べ学習」の違いを踏まえて語る～予定でしたが、その後お伝
えしたいことが増えてしまいました。
【「持続可能な社会の創り手」の育成という重要課題が解決に向かわずに、2017年に示
されて10年も経つのに滞っている主な原因が各教育委員会にあった】のです。実際に、
埼玉県内の各市町村教育委員会が公開している「教育振興基本計画」等を拝見すると、
６８％もの教育委員会が「確かな学力」と「高得点のための学力」の違いを理解できてい
ないために肝心なところで「主体的・対話的で深い学び」を放置して「学力向上策」を中
心に据えた教育施策に取り組んでいることが明らかになりました。
このことも調査資料を元に皆様にお伝えし、肝心な要点を突破するためにご一緒に解決
策を探してまいりたいと思います。
当日は限られた時間設定の中でお話しなければなりませんので、事前にプレゼンデータ
を公開し、スライドショーでご覧いただくことで、協議を深めたいと思っております。ま
たこの視点を生かしていただければ、埼玉県以外の各市区町村の教育委員会の実態につい
ても、皆様ご自身で簡単に調査することができるようになれるかと思います。
※プレゼンデータは
もし、皆様の調査結果をお寄せいただけましたら、全国的な規模で実態をまとめること
ができるかもしれないなと、少し期待しております。この視点は各都道府県単位での教育
施策の実態を調べることも、あるいは各学校単位で学校教育目標や経営方針をチェックす
ることも可能になるかと思います。
　「学力の向上」そのものを否定しているわけではありません。でも子供の尻を叩いて勉
強しなさいといったところで、主体的な学びがない限り「やらされて勉強する」だけで、
本質的な学力の向上にもつながりません。価値のある教育行政を応援していきたいもので
す。
　皆様とこのような視点から語り合えるといいなと思っております。今後ともよろしくお
願いいたします。
「ＥＳＤ・ＳＤＧｓ推進研究室」室長　手島利夫
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【参考】ＥＳＤＧｓ通信：手島利夫が名刺交換させていただいた方に配信している不定期
なメルマガで、文科・環境・外務など関係省庁・大学・研究機関・教員、教育行政、政治
家、企業等々の方々も含め1９００名様に配信中です。
ご案内するイベント等については、手島との関わりのあるものに限っております。

contact@esdtejima.com　にメールでご連絡いただければ、登録・及び削除をいたしま
す。よろしくお願いいたします。
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